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要約 現代の日本において青年の心理的自立の過程は変化しており，親子関係を基にして再検討することが必要

である。本研究では，親から友人への愛着対象の移行を介して心理的自立が達成されると仮定し，大学生お

よび専門学校生に対して質問紙調査を行なった。そして，親への愛着機能の過去から現在の推移と友人関係

機能の２つの要因が心理的自立の状態に及ぼす影響を検討した。その結果，親や友人との関係が良好である

こと，または安心感を得て互いに学び合うような友人関係を持つことによって，心理的自立が高まることが

示された。過去と現在の親への愛着関係得点の変化は，自立に対してほとんど影響を与えていなかった。自

立の時期には，多くの青年が親への愛着機能を維持しながら，友人との良好な関係を築くことが示唆された。 
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1. 問題と目的 

1-1．青年期の心理的自立 

青年期とは，児童期と成人期の狭間の時期であり，子

どもでもなく成熟した人間でもない移行期にあたる

（Hollingworth， 1928）。子どもから大人への移行期

に親からの自立を果たすことは，青年期の重要な発達課

題である。しかし近年，「引きこもり」や「ニート」と

いった，親からの自立が達成できず，依存し続ける青年

の存在が注目されている。このような青年期が延長する

現象は一般的にみられるようになり，現代青年の自立の

過程に関わる調査が求められる。 

自立は社会的自立，経済的自立，精神的自立など，複

数の概念から捉えられてきた（福島，1997；大石・松永，

2008）。特に発達に伴う心理的自立について，高坂（2003）

は，「成人期において適応するために必要な心理・社会

的な能力を備えた状態」と定義し，心理的発達に関わる

複数の側面から構成される概念であると述べている。心

理的自立について，高坂の作成した尺度では，「価値判

断・実行」「自己統制・客観視」「現在把握・将来志向」

「適切な対人関係」「社会的知識・視野」，さらに「責

任」を加えた 6側面を捉えている（戸田・高坂，2006a；

戸田・高坂，2006b）。心理的自立は経済的自立との関

連が示唆されており（高坂，2018），自立について重要

な側面である。 

従来，自立とは親からの分離と捉えられてきたが，依

存関係から自立へは一直線上にはなく，移行していくも

のではない。特に日本では欧米諸国と比較し，人間関係

を基盤とした自立を持つという見解（福島，1993）があ

る。自立は依存を土台にしており，年齢と共に現れ方が

異なるだけで自立は依存の側面に埋没せず，それでいて
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周囲との分断を図るのではなく，分離と依存が併存する

状態にあるとされる（鯨岡，2002）。このように依存関

係の在り方と自立の達成は，密接に関連している。 

 

1-2．心理的離乳からみる心理的自立と親との関わり方 

青年期は親の保護下から脱し自立の達成に向かう時期

であり，その過程を心理的離乳という（Hollingworth，

1928）。池田・大竹・落合（2006）は，心理的離乳につ

いて「子の親への関わり方」を子どもがどの様に認知し

ているかという観点から，青年期における心理的発達の

側面より自我や能力の発達を組み込んだ9段階の仮説を

提唱している。仮説では，（1）「全面的に親を頼りに

して，子が自分を親に委ねるという関わり方」から（9）

「親を頼りにすると同時に親の頼りになり，子が親を支

えるという関わり方」の順に移行する。この仮説に基づ

けば，親との依存的な関係から能力の獲得を通して青年

期に親からの分離が始まり，心理的離乳は成人期に達成

される。 

池田ら（2006）の心理的離乳の過程仮説では，児童期

以前から抱いていた理想化された親のイメージは青年期

の前期には崩壊の過程をたどるが，青年期後期に近づく

につれて親と相互協調的な関係を築き（平石，1995），

親から愛情を受けるだけではなく，親から情緒的な支え

を得ながら親を支えるように自立をなし遂げる（松井，

1998）。青年が親との良好な関係を築くことは，幸福感

を生み、自我の発達や自分らしさの確立につながり（松

井，1998），さらに自立にも関係している（田中，2012；

水本，2018；大石ら，2008；桜庭・伊藤・横田，2007；

山田，2011）。水本（2018）と大石ら（2008）はそれ

ぞれ，自立の側面として共生的な親子関係の形成が含ま

れること，親との信頼関係が心理的分離に影響している

ことを指摘している。さらに心理的自立についても，母

親との関係の良好さ（桜庭ら，2007）や，親への基本的

信頼感との関連が示されていることから（山田，2011），

青年期に心理的距離を取りながら，親との新たな関係が

築かれることが自立に関与することが示されている。良

好な親子関係は子の発達に伴い変化するという指摘（落

合，2002）もあり，青年たちの心理的自立にも親子関係

の変化が重要となると考えられる。 

 

1-3．青年期の友人関係の自立への影響 

親からの自立は，青年の独自の価値観の確立が求めら

れる一方で，親が段階的に子どもとの距離を取り，干渉

領域を減らしていくことが求められる相互的な課題と捉

えられる（大石ら，2008；落合，2002）。しかし，独立

した主体となるため親からの自立を図りながらも，未熟

な青年は頼る人間を必要とする。そこで，親からの自立

のため支えを必要としている青年にとって，友人に受け

入れられることは重要な意味を持つ（高木，1996；福島，

1992）。青年期の友人関係は，共に社会的活動に取り組

むことで知識や刺激を楽しむ親和システムを有する

（Weiss，1998）など，いくつかの機能があることが指

摘されている（丹野・松井，2006；丹野，2009；宮下，

2012；高木，1996；松井，1998）。 

青年期は親からの脱依存を遂げるとともに，友人と密

接な関係を築くようになる（岡本・上地，1999）。そし

て，青年期の発達課題である自我同一性の発達には，青

年期における友人関係が肯定的に影響することが報告さ

れている（川俣・河村，2012；松下・吉田，2009）。こ

れらの研究結果から，会話や触れ合いにより友人と情緒

的なつながりを持つ者は，自我同一性の確立感が高いこ

とが示唆される。青年期の友人関係において，近しい他

者の存在に影響を受け発達していくため，心理的自立に

ついても友人関係からの影響を受け達成に近づくことが

予想される。 

 

1-4．青年期における愛着対象の移行 

青年期になると，親から友人へと情緒的なつながりや

支えの機能を求める対象が変化する。この変化は，愛着

対象の移行から説明できる。愛着とは，危険から自分を

守るための「安全基地」や「避難場所」，「接近性の維

持」の機能のことで，その機能を果たす者を愛着対象と

呼ぶ（Bowlby，1969）。この愛着対象は内在化され，

安定した愛着を持つことで，側にいなくても不安や危険

が迫る時に愛着対象として利用することが可能となる

（Rholes & Simpson, 2006）。乳幼児期には強い愛着を

向ける者は特定の一人に限られるが，母親や父親からそ

の対象は拡大し，次第に友人や恋人も愛着対象として選

択されるようになる（Bowlby，1969；片岡・園田，2010）。

他者との依存関係を基盤とした自立観を持つためには，

親ではない他者を愛着対象と見なすことが関わるだろう。 

さらに、先行研究では青年期の愛着スタイルと諸要因

との関連が調査されている（小泉・齊藤，2014；村木・

岡島・桂田，2012；久保田，1997）。例えば，愛着の安

心傾向が高い者は親や他者との間にポジティブなイメー

ジを抱き，回避傾向やアンビバレント傾向はネガティブ

なイメージを有する（小泉ら，2014）ことや，自立や協

調的対人関係との関連（村木ら，2012），友人との親密
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性との関連（久保田，1997）が明らかとなっている。 

そこで本研究では，心理的自立の達成を他者との関係

の変遷から捉えるため，他者との愛着関係の変化に着目

したい。したがって，青年期において愛着対象の移行が

生じ友人関係を重視することによって心理的自立の達成

に近づくと仮定し，青年期の心理的自立に対し愛着対象

の移行が及ぼす影響を検討する。 

 

1-5．心理的自立の達成過程―愛着対象の移行 

本研究では，愛着対象の移行と心理的自立の過程との

関連を仮定する。心理的離乳の過程において，親を頼り

にし親の頼りになる関係に至り離乳が完了する（池田ら，

2006；落合，1995）と示されたことと同様に，心理的自

立は適応的な能力を身に付け，親との関係が対等なもの

になることで達成に近づくと考えられる。親を再び愛着

対象と見なす（片岡ら，2010）という可能性も考えられ，

心理的自立を達成した状態では愛着対象としての比重の

違いがありつつも，親や友人など複数の他者と安定した

愛着関係にある状態に至ると仮定する。 

親からの心理的分離と，愛着対象としての友人を得て

獲得される心理的自立に関わる能力が両立することで，

心理的自立が達成されると考えられるが，愛着対象の移

行が生じていないと，親からの分離や友人関係を通した

能力の獲得は困難となるだろう。その結果，心理的自立

の達成が困難になると予想される。したがって，友人よ

りも親に愛着機能を求めている場合，心理的自立の達成

度は低いと考えられる。 

 

1-6．愛着システムと親和システム 

青年期の友人関係は，愛着機能と前述の親和システム

の両方をみたすとの見解がある（Mikulincer & Selinger，

2001）。つまり，青年期における愛着対象が複数みられ

る場合には，愛着対象ごとに影響を及ぼす個人の側面に

おいて異なる関連がみられると考えられる。愛着機能は，

安心感や安全の感覚を得るためのものであり，親和シス

テムは共に知識の獲得や刺激を楽しむものである

（Weiss，1998）。青年期にみられる友人関係の特徴と

して，安心感を得ると共に互いに影響し合い成長する友

人関係の在り方は，親和システムの特徴を反映している。

丹野（2009）の作成した友人関係機能尺度には，友人関

係における「安心感」，「友人からの受容」，「友人か

らの学習」と関連する機能も捉えられた（宮下，2012；

高木，1996；松井，1998）。したがって，本調査では，

親和システムと友人への愛着機能について友人関係機能

尺度を用いて測定し，友人への愛着移行の結果として捉

えることとする。 

1-7．本研究の仮説 

1）現在の親への愛着機能が低いほど，友人関係機能が

高い。 

2）友人関係機能が高いほど，心理的自立が達成されて

いる。 

3）親への愛着機能について過去は低く，現在は高く機

能している場合に，心理的自立が高まる。 

 

2. 方法 

2-1.調査対象者 青年期後期にあたる大学生と専門学生

102名を調査対象とした（欠損値のある 1名を除いた）。

その内訳は男性 25名，女性 75名，未回答 2名で，平均

年齢は 20.7歳（18歳～23歳）であった。 

2-2．調査時期及び調査方法 2020年 11月中旬から 12

月初旬にかけて，Google Form による質問紙調査を実施

した。分析においてSPSS ver.25を使用した。 

2-3．質問紙構成 

1) フェイスシート 年齢と性別について尋ねた。 

2) 心理的自立尺度（PJS-2) 高坂ら（2006b）の作成

した 6下位尺度 30項目，7件法からなる尺度であり，

下位尺度は「将来志向」「適切な対人関係」「価値判

断・実行」「責任」「社会的視野」「自己統制」で構

成されている。 

3) 改訂版友人関係機能尺度 丹野（2009）の作成した，

9側面 45項目からなる尺度である。本研究では，友好

な関係を形成し，社会的活動から刺激を得るという親

和システムの特徴（Weiss，1998）に基づき，下位尺

度を選定した。質問項目として，「安心・気楽さ」，

「肯定・受容」「学習・自己向上」の 3 側面 15 項目

を使用した。回答は 5件法で求めた。 

4) 現在の親への愛着機能尺度（AFS） 3下位尺度 15

項目，7件法からなる尺度であり，山口（2009）によ

り作成され妥当性と信頼性が確認されている。下位尺

度は「安全基地」「安全な避難場所」「近接性の維持」

から構成され，現在の親への愛着機能について尋ねる

項目へ改変し，回答を求めた。現在の親への愛着機能

に関して，教示文を「以下の文章について，あなたの

親に対して，普段感じることとしてどの程度あてはま

りますか。親を思い浮かべながら，以下の文章につい

てお答えください。」と提示した。 

5) 過去の親への愛着機能尺度（AFS） 愛着機能尺度

を過去の親について尋ねる項目に改変し，小学生の頃
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を回想した親への愛着機能について調べる。回答の際

には，教示文を「以下の文章について，あなたの親に

対して，小学生のころ感じていたこととして，どの程

度あてはまりますか。親を思い浮かべながら，以下の

文章についてお答えください」と提示した。 

2-4．倫理的配慮 

 調査への協力を依頼する際，回答することで不利益が

生じないこと，個人が特定されないこと，得られた調査

結果は研究にのみ使用されることを冒頭で提示した。以

上のことを了承したうえで，回答するよう求めた。 

 

3. 結果と考察 

3-1．各尺度の因子構成 

各尺度の因子構成を確認するため，因子分析を行った。

友人関係機能尺度と現在の親への愛着機能尺度，過去の

親への愛着機能尺度において天井効果がみられたが，分

析を行う上で尺度の因子構成と項目数を保つため，それ

らの項目も含め分析を行った。 

 心理的自立尺度の因子分析の結果，回転後の因子負荷

量が.40に満たない 2項目を除き，28項目 5因子が抽出

された。改訂版友人関係機能尺度に対する因子分析では，

3因子が抽出された。現在の親への愛着機能尺度に対し

因子分析を行った結果，従来の「安全基地」と「近接性

の維持」が統合された「安全基地・近接性の維持」，お

よび「安全な避難場所」の 2因子が抽出された。さらに

過去の親への愛着機能尺度に対する因子分析の結果につ

いても，「安全基地」「近接性の維持」が統合され，2

因子が抽出された。第1因子に分類された 1項目が，現

在の親への愛着機能尺度において第2因子に分類されて

いたため，両尺度の構成を等質に保つため，第 1因子の

1項目を分析から除外した。 

 

3-2．各尺度得点の性差 

 性差については，性別について「未回答」を選択した

2名のデータを除外し100名のデータから t検定を行っ

た。心理的自立尺度（PJS-2）の得点は，「責任」では

男性の得点が有意に高い傾向で，「価値判断・実行」，

「社会的視野」では有意に高かった(順に，t（98）=－1.81，

p＜.10；t(98)=－3.15，p＜.01；t(98)=－2.01，p＜.05）。

改訂版友人関係機能尺度の得点の性差については，「受

容肯定」（t(30.513)=－2.23，p＜.05）と「学習」(t(98)=

－2.41，p＜.05)で，有意に女性の得点が高かった。現在

の親への愛着機能尺度の得点は，「安全基地・近接性の

維持（M=5.26，SD=1.20）」，「安全な避難場所（M=5.53，

SD=1.25）」が共に高く，過去の親への愛着機能尺度の

得点も同様に全体的に高いことから（「安全基地・近接

性の維持（M=5.50，SD=1.21）」，「安全な避難場所

（M=5.79，SD=1.08）」），本調査の対象者には，親

との安定した愛着関係を築いている者が多い傾向にあっ

た。得点の性差については，「安全基地・近接性の維持」，

「安全な避難場所」共に男女間で有意な差がみられなか

ったことに対し，過去の親への愛着機能尺度の得点は，

「安全基地・近接性の維持」(t(98)=－2.64，p＜.05)，「安

全な避難場所」(t(98)=2.55，p＜.05)ともに有意に女性の

得点が高いことが示された。 

 

3-3．現在と過去の親への愛着機能の差 

次に，現在と過去の親への愛着機能の差をみるため，

現在の親への愛着機能得点と過去の親への愛着機能得点

で対応のある t検定を実施した（Table1）。その結果，

「安全基地・近接性の維持」と「安全な避難場所」共に，

現在の親への愛着機能得点は，過去の親への愛着機能得

点と比べ有意に低いことが示された。 

Bowlby（1969）曰く，青年期になると親以外の人物

にも同等以上の愛着を示すとされる。その対象として友

人や恋人が選択されることは，片岡ら（2010）の研究で，

愛着機能の第一の対象として友人や恋人が選択されてい

たことからも想定できる。親からの脱依存と友人関係の

親密さや信頼の関連（岡本ら，1999）が報告されており，

青年期以降に親子の依存関係から脱し，友人関係を重視

することは，未熟な青年が別の愛着対象を見出すための

一連のプロセスであると考えられる。 

 

3-4．友人関係機能と現在の親への愛着機能 

友人関係機能と現在の親への愛着機能の関連をみるた

め，友人関係機能の各因子の得点の平均値を分割点に，

高群（H群）と低群（L群）に分け t検定を実施した

（Table2）。その結果，「安全基地・近接性の維持」と

「安全な避難場所」の両因子で「安心気楽さ」L群より

もH群の方が，愛着機能得点が高く有意傾向を示した。

結果的に，友人との関係で安心感やありのままの自分で

いられる感覚を得ているほど，親への高い愛着機能を保

持していることが示唆された。 

「肯定受容」はH群／L群間で，現在の親への愛着機

能得点において有意な差は検出されなかった。また「学

習」については，「学習」H群の方が有意に「安全基地・

近接性の維持」得点が高く，「安全な避難場所」得点も

高く有意傾向であった。したがって，友人関係において 



 

5 

 

n M SD t値（df)

現在 102 52.6 12.0

過去 102 55.0 12.1 (101)

現在 102 22.1 5.00

過去 102 23.2 4.32 (101)

n M SD t値(df) M SD t値(df)

H 68 54.0 11.7 -1.75† 22.8 4.80 -1.80†

L 34 49.7 12.3 (100) 20.9 5.23 (100)

H 66 53.1 13.1 -.66 22.5 5.10 -1.06

L 36 51.6 9.78 (90.4) 21.4 4.80 (100)

H 47 56.5 9.90 -3.19** 23.1 5.43 -1.77†

L 55 49.2 12.7 (100) 21.3 4.49 (100)

 H L H L H L

n 68 34 66 36 47 55

M 51.3 46.1 51.7 45.5 49.6 49.5

SD 7.90 8.42 7.75 8.16 9.50 7.43

t値(df) -3.06** (100) -3.80*** (100) -.04 (100)

M 27.6 27.8 28.9 25.5 29.3 26.3

SD 8.30 6.89 7.62 7.84 7.27 8.08

t値(df) .11 (100) -2.11* (100) -1.96† (100)

M 21.3 20.2 21.6 19.7 21.3 20.6

SD 3.89 4.05 3.98 3.66 4.13 3.83

t値(df) -1.35 (100) -2.36* (100) -.79 (100)

M 23.9 23.6 24.2 23.1 24.1 23.5

SD 5.81 4.97 6.03 4.42 6.03 5.09

t値(df) -.23 (100) -1.0 (100) -.53 (100)

M 10.9 11.0 10.8 11.0 11.1 10.7

SD 4.07 3.52 4.06 3.59 4.21 3.60

t値(df) .14 (100) .21 (100) -.57 (100)

肯定・受容

Table.1　現在と過去の親への愛着機能得点の平均値

安全基地・近接性の維持 -2.09 *

安全な避難場所 -2.09*

注）*p<.05

Table.2　友人関係機能得点H/L群別　現在の親への愛着機能得点の平均値 

安全基地・近接性の維持 安全な避難場所

安心・気楽さ

学習・自己向上

注）†p<.10，**p<.01　　「安全基地」に関する「肯定・受容」両群比較では，Levenの検定で等分散が

　　　　　　　　　　　　　棄却されたため自由度が他と異なる

Table.3　友人関係機能得点H/L群別　心理的自立得点の平均値

安心・気楽さ 肯定・受容 学習・自己向上

社会的視野

注）†p<.10，*p<.05，**p<.01，***p<.001

自己統制・対人関係

将来志向

責任

価値判断・実行
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自分の成長につながる交流を築いているほど，現在の親

と強い愛着関係を築いていることが示唆された。 

したがって，仮説 1については支持されなかった。こ

の結果は，過去の親との愛着関係で得た作業モデルと友

人関係の関連が高いためと考えられる。早期の親子の愛

着関係を通し，周囲や自分自身についての作業モデルが 

構築され，そのモデルを基に知覚や思考が行われる

（Bowlby，1973）。これまで，自己や他者のイメージ

が愛着傾向に影響される（小泉ら，2014）ことが指摘さ

れ，親子の愛着関係の在り方とそれに伴い形成される作

業モデルが，その後の友人関係にも影響する（久保田，

1997）ことが報告されている。 

さらに小泉ら（2014）の報告によれば，内在作業モデ

ルが経時的に安定している場合に親子関係も良好であり，

現在の親への愛着機能が果たされている場合に，過去の

親子関係も良好なものである可能性が高い。したがって，

友人関係における「安心・気楽さ」と「学習・自己向上」

の高さは，過去の親子の愛着関係から形成された作業モ

デルを介した結果でもあると推察される。 

 

3-5．心理的自立と友人関係機能  

 友人関係機能の各下位尺度の得点を，平均値以上ある

いは未満によってH群とL群に分割して，両群間の心 

 

理的自立得点で t検定を実施した（Table3）。友人関係

機能の「安心気楽さ」H群はL群と比較し，心理的自立

の「自己統制・対人関係能力」において有意に得点が高

かった。さらに，友人関係機能「肯定受容」H群はL群

と比較し，心理的自立の「自己統制・対人関係能力」，

「将来志向」，「責任」の側面の得点が有意に高いとい

う結果が得られ，友人関係機能の「学習」については，

H群がL群と比較し「将来志向」得点が有意に高い傾向

にあった。以上の結果から，心理的自立の「自己統制・

対人関係能力」，「将来志向」，「責任」の 3 側面が，

友人関係機能と関連することが示唆された。したがって，

仮説 2は概ね支持された。 

 この結果は，青年期の友人関係と発達の在り方に沿う

ものである。青年期の親密な人間関係は青年期で形成さ

れる特徴的な関係であり，青年は気楽に話すことのでき

る友人関係を形成し維持することにより，社会的に適応

する術を学んでいるとされる（松井，1998；宮下，1995；

高木，1996）。さらに，友人関係で絆を深めることが，

その後の人間関係でも安心感を得ることにつながるとさ

れており（福島，1992），友人との関係から対人関係に

ついて学ぶことで，広く対人関係のスキルの獲得や安定

した関係の形成がなされると考えられる。 

 自己統制については，先に述べた友人関係の安心や気

M

SD

M

SD

M

SD

M

SD

M

SD

M

SD

M

SD

M

SD

M

SD

M

SD

(n=35) (n=12) (n=26) (n=29)

3.733.58

6.82

24.8

5.04

19.4

2.43

48.6 50.9

8.6

27.1

8.12

19.9

49.3 48.8

27.6

21.7

11.1

F検定

F =0.41 df =98 n.s.

F =1.22 df =98 n.s.

F =2.71 df =98

　p <.05

F =1.29 df =98 n.s.

F =0.06 df =98 n.s.

現在L/過去H 現在H/過去L 現在H/過去H 

Table.4 現在と過去の親への愛着機能得点4群と心理的自立得点の分散分析

4.96

10.7

4.32

7.08

29.7

8.01

22.1

3.11

23.6

5.89

21.8

4.16

11.1

4.54

10.23

8.11

現在L/過去L

2.88

25.3

5.20

23.5

5.91

10.9

価値判断・実行

社会的視野

安全な
避難場所

安全基地
・近接性
の維持

自己統制・対人関係

将来志向

責任

社会的視野

自己統制・対人関係

将来志向

責任

価値判断・実行

F =2.99 df =98

    p ＜.05

F =1.07 df =98

n.s.

F =0.77 df =98

n.s.

49

8.71

27.2

7.96

20

5.49

(n=50) (n=8) (n=16) (n=28)

4.88

28.3

8.53

22.3

3.18

24.5

6.24

10.8

3.87

4.81

12.6

5.01

30.6

6.54

22.1

注）「安全基地」「安全な避難場所」各群における「責任」得点は，Tukey法の多重比較により10％水準で現在H/過去H＞現在L/過去L

25.4

4.44

11.3

50.8 50.1

5.22 7.64 9.2

23

4.47

23.1

3.14

10.5

3.36

48.1

4.57

19.63

2.67

22.4

F =1.84 df =98 n.s.

F =0.30 df =98

n.s.
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楽さと同様に，親しい他者である友人から受け入れられ

るなかで，適切な自己コントロールや良好な対人関係の

築き方を学ぶと推察される（松井，1998；宮下，1995；

福島，1992）。また，友人との本音でのやり取りからア

イデンティティ確立に近づくことが報告されており（川

俣ら，2012；松下ら，2009），これは，友人を通し自分

はどのような人間なのか客観的に見つめることで，自己

を確立させていくためである（高木，1996；山岸，1996；

宮下，1995）。青年期における自己の確立の難しさは，

社会に求められる自己と社会と拮抗する自己が共存する

点に起因する（鯨岡，2002）。その困難を乗り越えるた

めの情緒的支えや能力の獲得の支えとして友人があり，

青年は他者の評価を手掛かりとして自己を形成し，自分

の適性を見つけていくのだろう（松井，1998；小松，2012）。

青年期の自己概念が固まることで将来について積極的に

関与し，心理的自立の「将来志向」についても，友人と

の交流を通し自己が形成されることで，将来に向かう準

備が整うために達成されると考えられる。 

 友人関係は，社会的活動を共にして刺激を楽しむ

（Weiss, 1998；丹野，2006）他に，相互に理解し合う

関係であり，相互に関与し支え合う関係でもある。した

がって，責任を一人で背負う能力を身につけるのではな

く，友人が自分を受け入れ認めてくれるため責任を負う

ことにも不安が軽減され（高木，1996；福島，1992），

自信を得ることができるのではないだろうか。 

 「社会的視野」と「価値判断・実行」における友人関

係との関連について，斎藤（2002）によれば，青年の政

治についての関心は以前より低下しており，積極的な政

治や社会への関心が低く，不満があっても社会や政治の

変革を望まない傾向がある。先行研究と同様に，本調査

でも心理的自立の得点において男女ともに「社会的視野」

の得点が最も低い。（戸田ら，2006b；大石ら，2008）。

現代青年のこのような特徴から，「社会的視野」におい

て友人関係との関連が確認されなかったと考えられる。 

 最も心理的自立との関連が多く確認されたのは「肯

定・受容」であった。友人は，自分とは異なる独立した

存在であり，親子関係とは異なり，相互に悩みや不安を

支え合う存在である。他者から受け入れられることは，

青年期にとって望ましい自己を確立する上での指標とな

る。青年期の友人関係における親密さや信頼，援助関係

の様相，青年期の友人との関係が青年期の発達課題に関

わることからも（川俣ら，2012；松下ら，2009），青年

期における友人関係の在り方は，部分的にではあるもの

の心理的自立にも関与する要因であることが推察された。 

3-6． 過去から現在の親への愛着機能の変化と心理的自

立 

 親への愛着機能の変化ごとの群分けについて，初めに

それぞれ平均値（Table1）を分割点として，現在と過去

の愛着機能尺度の各下位尺度の得点をH群とL群に分

けた。その後，過去から現在の親への愛着機能の変化ご

とに分類するため，愛着機能の下位尺度ごとに 4群を作

成し，心理的自立得点で分散分析を実施した（Table4）。

その結果，「安全基地・近接性の維持」，「安全な避難

場所」共に「責任」において有意差がみられた。さらに

Tukey 法による多重比較を実施した結果，「安全基地・

近接性の維持」では「責任」得点について，現在H/過去

H群は現在L/過去L群と比較し有意に高い傾向にあった。

さらに「安全な避難場所」についても同様に，現在H/

過去H群は現在L/過去L群と比較し有意に「責任」得

点が高い傾向であった。以上の結果から，児童期におい

て親子の間に愛着機能が十分働いているほど，かつ現在

の親への愛着機能も十分働いているほど，心理的自立の

「責任」の側面が高まることが示された。  

 この結果は，心理的自立の達成において親への愛着機

能の程度の変化は重要ではなく，親との間に安定した愛

着機能を有することが青年の責任感と関わることを意味

する。したがって，仮説 3は支持されなかった。親への

愛着機能が高いほど責任感を持つという結果については，

作業モデルによる自己イメージの影響が考えられる（小

泉ら，2014；村木ら，2012）。責任を負うことはリスク

もあることから，責任を果たすことができるとの確信を

持てるのは，幼少期から青年期まで親への愛着機能が機

能し，安心や自信を得ているためだと考えられる。 

 心理的自立の「責任」以外の下位尺度との関連は示唆

されなかったが，親子関係の変化と自立の関連を指摘す

る研究は数多くみられる（池田ら，2006；落合，1995；

小泉ら，2014：村木ら，2012；田中，2012）。本研究

は，現在と過去の親への愛着機能に差が生じると仮定し，

現在の親への愛着機能は想起された児童期の親への愛着

機能よりも減少していることが確認された。しかし，本

調査で得られた現在の親への愛着機能得点と過去の親へ

の愛着機能得点は，共に平均値が高い傾向がみられた。

特に過去の親への愛着機能は天井効果の項目が多く，調

査対象者の多くが親との安定した愛着関係を築いている

ことがうかがえた。自立の達成は親への信頼感に関連が

ある（山田，2011；丸山，2018）ことから，親への愛着

機能得点が高い対象者が，心理的自立においても高い達

成度を示したことは妥当な結果であろう。 



 

8 

 

 4．まとめ  

 本研究の結果は，青年期の親との再接近が青年期の適

応に携わることを示唆していた。児童期から現在の青年

期までに親への愛着機能が減少することが示されたが，

それは青年期に愛着対象としての親の存在を欠くもので

はない（片岡ら，2010）といえる。青年期において親と

の対等な会話が自立を促し（田中，2012），特に母親と

の対立は心理的自立や抑うつと関連すること（桜庭ら，

2007）が指摘されている。青年期には愛着対象が内在化

されることで，愛着対象が側にいなくとも危険や不安に

対面した際に安全や安心を得ることができる（遠藤ら，

2008）。つまり，青年期においても依然として親の存在

が愛着対象として機能することを意味している。自立の

達成に近い青年後期の親子関係は，むしろ親密であり（池

田ら，2006;落合，1995），親子の相互協調的な関係に

至っており（平石，1995），青年期後期には次第に欠点

や矛盾をもつ親を受容でき，親子関係の不調が緩和され

る（斎藤，2002）と考えられる。 

 本研究では，青年期には他者との愛着関係が変化し，

心理的自立へ向かうことが示唆された。友人関係が心理

的自立に与える影響が示され，親から友人への愛着対象

の移行により友人との関係が重視され，心理的自立が達

成されることが示された。しかし，心理的自立は友人関

係の影響を受けつつ達成に近づくが，その前提として親

への愛着機能を維持した関係が重要である。心理的自立

の達成において，青年が親との安定した愛着関係を保持

すると共に，友人を愛着対象と認めることが求められる

だろう。 

 本研究の愛着対象の移行と心理的自立の仮説は必ずし

も支持されなかったが，一度は親からの分離過程におい

て親への愛着機能が減少するが，青年期後期には愛着対

象として見直され，その結果として愛着機能が回復する

ことが推測される。心理的自立を達成した状態が，親へ

求める愛着機能が減少するという現象のみで説明される

ものではないことは，依存と自立の在り方（福島，1992；

鯨岡，2002）からうかがわれた。 

 Bowlby（1973）は，健康的な自立心があると，状況

によって愛着関係の役割を交換できると指摘している。

子が愛着対象として他者に頼られる関係は，友人関係に

始まり，恋人関係に至る。つまり，社会化され次世代を

育てる準備が整った自立した成人が，愛着関係の役割を

交換できる成熟した状態にあたる。子はいずれ，次世代

を育てる立場となるが，育てられる世代が育てる世代と

なった時，子にとって親は「かつての子ども」，親にと

って子は「未来の大人」となり，親と子が相互に同一化

を向け合う関係になる（鯨岡，2002）。 

 また，自立の進行に伴い親子の関係が変化することは，

単に子の親への関わりの変容のみではなく，親が子への

関わり方を変化させることが伴う（池田ら，2006；落合，

2002；田中，2012）。これは，子の立場であった青年が

能力を獲得し自立を達成することで，親の愛着対象とな

ることを意味するものではないだろうか。親からの自立

の過程で，親子の愛着関係が変容し，親と同じく社会化

された人間となることで，親の子に対する在り方も変化

する。成人となった子は成熟した形で他者の愛着対象と

して機能するため，親子でも相互対等な関係としての愛

着関係を再形成することが考えられる。本研究は心理的

自立と愛着対象の移行に着目しており，親子の愛着関係

の変化を掘り下げることはできないが，自立の延長線上

にある親との愛着関係の質的変化についても，更なる研

究が期待される。 

 最後に，本研究の限界として，男性の調査対象者が少

数であったため，必ずしも結果を一般化することはでき

ない。また，一部で心理的自立の性差が示されていた。

高坂（2006b）の調査では，男性は高校生で心理自立の

達成が多少停滞し，大学生から成人にかけてわずかに達

成に向かう一方，女性は中学生から大学生にかけて，心

理的自立の達成が著しかった。友人関係や愛着機能の性

差も考慮に入れて，心理的自立の過程に着目することが

望ましい。 

 本研究で示された愛着対象の移行と心理的自立の関連

は，青年期の自立を友人，親などの他者との関係から包

括的に捉える必要性を示すものである。大学生や専門学

校生に限らず，親との心理的分離が顕著である前後の年

代も含めて調査することで，より詳細な発達過程を明ら

かにすることが望まれる。 
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